来て、 それ こそ ほんた うに 「穴が あれば 這 入りたい！」 

むやみ 

とい ふ 諭への 通りに、 無暗と 赤面して 来る のであった。 

愉快な 人達の 仲間に 加 はったり すると、 それらの 思 ひ 

は恰で 烈風の やうに 体中 を 駆け 廻って、 鼠の やうに 小 

さくな つてし まった。 

「おうい、 諸君 …… 」 

恰度 村 瀬が、 いつもの うつむき 加減で 首 を 傾けた テ 

レ臭 さうな 格 構で、 こそ/ \ と 食堂に 這 入って 来た 時、 

村 瀬の 隣室の 友で ある 加 藤が、 水の コップ を取リ あげ 

たま、 中央の 食卓から、 明るい 微笑 を 浮べて 立ち あが 

つたと ころだった。 加 藤 は 村 瀬と 同じ 大学 を 去年 卒業 



うつかり 彼 は、 加 藤に そんな こと を滾 した ことがあ 

つた。 すると 同時に 加 藤 は、 突然 堪らな さう に 腹 を 抱 

へて、 

「ハツ ハツ ハ …… 、 村 瀬さん が 新聞、 ハツ ハ …… 新聞 

記者に なり 度い ッ …… て ハツ ハツ ハ …… 大した 野望 も 

あった もの だな …… 」 と 笑 ひ 転げる のであった。 「そ 

れは恰 で、 跛 者が マラソン 競争 を 望む やうな も の だ！」 

笑 ひつ y ける ばかりで、 てんで 加 藤 は 村 瀬の 悲しみ 

を 案ずる どころ ではなかった。 村 瀬 は 恥 かし さと、 嘆 

か はし さで 今にも 泣き出し さう になって 額 を 壁に おし 

つけて しまった。 そんな 村 瀬の 康を 見れば 見る ほど 加 



藤の 笑 ひ は 止まらなかった。 

「そんな 煩悶が 村 瀬さん にあ るんで すかね！ 然しね、 

村 瀬さん、 それ あ 左程 心配す るに は 当りません よ。 貴 

方の それ はね …… 」 

と 加 藤 は 笑 ひ 顔 を 消して、 事務的な 口調で 云った。 

「つまり その Girl-shy とい ふ 病気で、 それが 途徹 もな 

く 内攻して しまったん だな。 勿論、 神経病の 分野なん 

です が、 あたり 前の 神経衰弱と は 違って、 或る時 機が 

来れば、 必ず 治る —— 明日に でも、 いや、 次の 瞬間に 

於いて y も …… 」 

加 藤 は、 苦笑 を 浮べた。 



「或る時 機と は？」 

村 瀬 は、 からか はれて ゐる 気がして ならなかった が、 

然し 何やら ギヨ ッ とする ものに 打 たれて 思 はず 反問し 

た。 

「結婚 —— 」 

加 藤 は 故意と らしく 厳然として、 言下に 唸った。 然 

し 村 瀬 は、 単なる 結婚な どゝ いふ ことで この 頑迷な 病 

ひが 救 はれる と は 何う しても 考 へられなかった。 もつ 

と 深い 因果な 性癖に 根ざす ものと しか 思 はれなかった。 

…… 「女性に 出会 ふと 徹底的に 狼狽 するとい ふ 病 ひ I 

—変態心理の 一 種 —— ガ ー ル • シャイ ご II 村 瀬 は、 



まさか 自分が そんな 惨めな 患者と は 思 ひ 度くなかった 

の だが、 云 はれて 見れば、 それに 相違なかった。 滅多 

に そんな 機会な どの ある 害 もなかつ たの だが、 誰彼の 

たま./,. \- 

差別 もな く 遇々 美しい 女性に 相対す ると、 わけもなく 

全身の 血潮が 頭に 逆上して 来て、 決して 当り前の 口が 

利け なかった。 どんなに 力 を 込めても 次第に 膝頭が 震 

え 出して、 やがて は 視力が 霞み、 激しい 鼓動に 襲 はれ 

て 五分 間 以上 は 其処に 居た ゝ まれなかった。 それが 嵩 

ゆきき 

じる と、 途上に 於いて さへ も 往来の 婦人に 対して 同様 

な 衝動 を 起し、 また 刺戟的な 絵画 や 文字、 或 ひ は 他人 

の 会話 を 耳に しても 発作 を 起す に 至る —— とい ふこと 



あれ 以来 加 藤 は 村 瀬に 出 遇 ふと、 「早く 結婚の こと 

を考 へなさい よご とか 「何う も 近頃、 村 瀬さん の 様子 

を か 

は 可 怪しい、 恋人で も 出来た ので はなから うか、 とい 

ふ 専らの 評判なん だが 何 か 嬉しい ことで も あるんで す 

か？」 など ゝ からか ふので、 成るべく 食事な ども 外で 

済せ て、 人々 に 顔 を 合せない 算段 をして ゐ たの だが、 

この 日 は ネクタイ のことば かりに 気 を とられて うつか 

リ 空腹の ま、 帰って来て しまったので、 おそる/ \ 食 

堂へ 姿 を 現 はすと、 恰度 加 藤が 立ち あがって 一席 弁じ 

立てよう とすると ころ だ つた。 



を 開けて、 村 瀬 を 促し 出す と、 自分 はまた 静かに 降つ 

て 行った。 

大 森の 部屋 は、 其処から 廊下 を 鍵の 手に 曲った 突き 

あたりであった。 仄かな 電灯が 点った まゝ 深夜の やう 

に 静寂な 廊下 を、 跫音を 消して 歩く ために は 吐息 さへ 

も 遠慮し なければ なるまい —— 村 瀬 は 必要の 五倍 もお 

どお どと して、 家 守 の やう に 影に 吸 ひっきながら 大森 

の 部屋 を 目 ざした。 だが、 非常な 罪で も 犯して ゐる者 

の やうな 身 震 ひに 襲 はれて、 稍と も すれば 脚が すくん 

で、 二三 歩 進む 毎に 膝 を 折って 丸くな り、 懐ろ へ 向つ 

て | 田. US を^? いた。 



突然、 苦笑 を 含んだ 大 森の 声だった。 村 瀬 は 思 はず 

蝙蝠の やうに 扉から 飛びの いた。 

「どうぞ 」 

ケ ティの 冴えた 声だった。 そして 大 森が 内から 扉 を 

引いた。 —— 「飛んだ 役 廻り を 仰せつかった ものです 

ね、 村 瀬さん が —— ちっと は 利き目が ありまし たか？」 

「 」 

村 瀬 はわけ も わからず 戸惑 ふば かりであった。 

「荒療治 過ぎた かな 9 …… まあ、 水で も 一 杯 …… 」 

「 …… それ は 一 体？」 

村 瀬の 手の 先 は 可笑しい 程 震えて ゐた。 



「ケ ティが、 さっきから 僕のと ころに 借金と りに 来て、 

もう 四 五日 待って 呉れと 云 ふのに 何う しても 動かない 

ぢ やありません か —— 」 

「だって 大 森さん のもう 四 五日なん て、 もう 一 ト月も 

前から なんです もの、 マ 、が 決して その 手に 載って は 

駄目と 」 

「まあ/ \ ！」 

と 大森は 大きな 掌で、 ケ ティの 口 を 圧へ たりした。 

そして 続けた。 

「これ 云って しまって は 加 藤 君との 約束 を 破る ことに 

なって 申し わけな いんだが、 村 瀬さん の その 蒼 ざめ た 



村 瀬 だ つ て 運動 雑誌 や 婦人 雑誌に 屢々 現れる 冬 子の 

写真 を 切りと つて、 秘かに 眺めて ゐ たが、 そして そん 

な 真似 は 重大な 秘密と して ゐ るの だが、 

「僕 はもう 冬 子さん の 写真 を 一 一十 枚 もた めて ゐ るんだ 

よ。 やがて は 何ん な 奴が、 彼女と 結婚す るか、 或 ひ は 

僕が 幸運の 籤 を 引く か —— さう 云 ふ 空想に 耽って …… 



など、 「或 ひ は 僕が —— 」 だけ は 断然 あきらめの 他 

にして、 村 瀬が 極秘に 空想す る 悩ましい 夢 を、 その ま、 

洒々 と 冬 子の 目の前で 述懐す る 者 さへ あった。 何ん な 

に 夢を逞 ましく しても 衬 瀬に は、 自分 を 彼女の is らに 



並べるな どゝ いふ 度胸 は 持てなかった。 夢の 中で、 V さ 

へ も 彼女の 手に さへ 触れられなかった。 陰気な 性質が、 

致命であった。 

「まあ 気味の 悪い こと を 云 ふわね —— 」 

冬 子 は 別段 気味の 悪さうな 様子で もな く、 却って 嬉 

しさう に 笑ったり した。 実際、 あの やうな 身 装の 端麗 

な 気の利いた 青年 達から なら 何ん な こと を 云 はれた つ 

て、 気味の 悪い 害 は あるまい と —— 村 瀬 は 推量す るの 

でもあった。 

「妾、 結婚なん て …… 」 

「一生し ない わ、 か！ 止めて 呉れ。 そんな センチに 



のる 奴なん て ある もの かご 

「違 ふわよ。 恋愛結婚 はしない つもりな のよ —— 馬 

.P 匕 ！ 」 

そんな 話 を 聞いて ゐても 村 瀬 は、 話して ゐる 人達 は 

話す そばから 忘れて ゐる やうな 恬淡 さなのに、 それら 

の 一 言 毎に ジク ザクな 稲光り で 胸 を 打 たれる やうな 痛 

さ を 覚えたり する のであった。 

つい 二三 日 前、 弟の 勉強が 済んだ ところに 冬 子が 紅 

茶 を 運んで 来て、 これから 銀座まで 出る から 途中まで 

一 緒の 車で —— と 誘った。 

「アバ— トは 女が 訪ねても 関 はな いんで せう か？」 



不意に 冬 子が さう 訊ねた。 

「関 はない らしいです よご 

村 瀬 はま さか 自分に 関する ことで はなから うと 思つ 

た。 「お 知合 ひの 方で も あるんで すか、 女の人の 訪問 

はさう 珍ら しく もな さ 、 うです よ。 」 

「先生 をお 訪ねしても 関 はない？」 

「え！」 

村 瀬 は 頓狂な 声 を 挙げてし まった。 

「まあ、 御迷惑な の？」 

「 ：：： い i ！」 

たしか 冬 子の 写真で、 他人に は 判然とし ない 競技 中 



行かない かとい ふやうな もので、 何ん な 意味で、 も 心 

持を展 ベる とい ふ 風な ものではなかった ので、 村 瀬 は 

時々、 男と も 思 はれて ゐ ない 安心な 友達 か！ と 苦笑 

を洩 した。 

だから アバ ー トの 友達が、 散歩して ゐる とこ を 見た 

とか、 さかんに 手紙が 来る らしい など、 いふ ことで 「村 

瀬さん のガ— ル. シャイ も 大した 飛躍 をした もの だ！」 

とか 「結婚式に は 是非とも 招待して 呉れ ご など ゝ から 

かった が、 村 瀬 は 弁解の 仕様 もなかった。 それに 街な 

ど を 歩いて ゐて も、 冬 子の 姿の 曰 増に 艷ゃ かさ を 増し 

て颯々 たると ころ は、 誰の 目に だって こんな 野暮な 自 



「宵のう ち は殆ん ど、 何の 部屋 も 空ら しいです よご 

「妾、 サンド ヰ ツチ 持って行 くわ、 先生のお 部屋で 喰 

ベら れて —— 」 

「掃除して おき ませう。 でも、 何う して 僕の 部屋 

なんかに 興味が あるんだ らう？」 

「下宿屋と かァパ J ^とか、 さう いふと ころ を 一度 も 

訪ねた ことが な いんだけ ど、 それよりも 妾 は 先生み た 

いな 謹厳な ご 

「また 謹厳 か！ 参るな —— -」 

「大概の 運動家の 晴れ やか さ なんても の は 決って ゐる 

けど。 —— 何故か 妾が この頃 求める 気分 は あの 反対の 



「済みません ご 村 瀬が 帽子の ふちに 手 を かけようと 

したの を 冬 子 は 更に わらって、 

「ちっとも 落ちつきがない のね。 公園の 散歩 も 駄目 I 

I」 と 眩いた。 「アバ ー トの 部屋 は、 勿論 錠が おり るん 

でせ う？」 

「え、 ご 村 瀬 は、 不思議な 感じで 答へ た。 フ アコ ー ト 

の 襟元から 白い 息が 煙って、 青白い 灯光の 中に 浮び 出 

る 冬 子の 横顔が、 村 瀬の 眼に 夢の やうに 冷たく 美しく 

映った。 



人気の ない 階段 を 三階 一 一階と 降ったり 昇ったり して ゐ 

た。 不図 昇って 行く エレべ— タ ー の 中に 記憶の 鮮 かな 

冬 子の 外套 姿ら し いの を 見た ので 慌て、 村 瀬 は 階段 を 

駆け登った。 

やはり 冬 子だった。 だが、 廊下 を 曲って 行く 彼女の 

後 姿 を 見て 村 瀬 は、 思 はず アツ！ と 口に 出か、 つた。 

彼女 は、 加 藤 ゃ大森 達と 慣れ/ \ しく 肩 を 並べて 歩き 

ながら、 加 藤が 指さす 左右の 扉 を 見て、 面白さう に 笑 

ひ 合って ゐ るの だ。 彼等と 彼女が 知合 ひのこと に 村 瀬 

は 驚いた が、 考 へて 見る と 大森は 運動 雑誌の 写真 部員 

である。 



慌て、 駆け出した。 

突き あたりの 村 瀬の 扉の 前に、 ひとりで 冬 子 はた y 

ずむ でゐ た。 加 藤 や 大森達 は 何う したんだ らう？ と 

村 瀬が 思 ひ 惑 ふ 間もなく、 彼の 靴音に 振り返った 冬 子 

は、 

「これ 誰の ために …… ？」 と 豊かな 微笑の 中で 訊ねて 

他の 部屋の よりも 稍 大型の 村 瀬の ダイアル を 指差した。 

誰の ぺ ン先 のい たづら か 村 瀬 は 確かめる 余裕 もなかつ 

たが、 そこに は nvelcomp —— そんな 文字が 現れて 

ゐた。 

「 」 



「 …… (婚約 行進 中、 面会謝絶) だって さ、 これ は 君 

が 書いた んぢ やない か？」 

「村 瀬の ネクタイに、 た ゾ税を かけた V けの こと だつ 

たの だが —— や あく！」 

「あの 気絶 は、 たしかに 擬態 だぞご 

「酷え 目に 遇つ ちゃった な。 こっち こそ！」 

「俺 は 断然、 今後 臆病になる トレ イニング にと りか、 

るぞ。 」 

「村 瀬に 手紙 を 書く やうに 冬 子さん にす、 めた の は、 

君だった ぢ やない かご 

「然し 飛 だ 親切 ごかし が 思 はぬ 結果に なって 少々 寂し 



ぃぞご 

大 森と 加 藤 は、 斯んな こと を 囁き 合って、 村 瀬の 扉 

にゥヰ ンクを 送りながら、 食堂へ 引き あげて 行った。 

それから 間もなく、 更に 婚約者 達 を 再び 食堂へ 迎ひ 

入れて、 い つかの やうに テ— プの雨 を 降らせて やらう 

とい ふこと になった が、 誰も その 使命 を携 へて 村 瀬 達 

の 部屋へ 出向 ふとす る 者 は 現 はれなかった。 「ケ ティ 

と大 森なら 安心 だが、 今度 は 俺達 こそ、 村 瀬さん の や 

うに 脚が 震えて、 とても あの 部屋の 様子 を 窺 ひに 行く 

者に しろ、 遣 はす 身に しろ、 息苦しい ぞ。， - 

「村 瀬さん がはぢ めて 恋人 を 抱擁す る 有康は 定めし 戦 



底本 ： 「牧野 信 一 全集 第五 卷」 筑摩 書房 

2002 (平成 M) 年 7 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「文藝春秋 ォ— ル讀物 第四卷 第三 号」 

文藝春秋 社 

1934 (昭和 9) 年 3 月 ー 日 発行 

初出： 「文藝春秋 ォ— ル讀物 第四卷 第三 号」 文藝春 

秽社 

1934 (昭和 9) 年 3 月 ー 日 発行 

入力 ： 宫元淳 一 

校正 ： 門 田裕志 

2 010 年^ 月^日 乍 成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



